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声
明
資
料
に
お
け
る
入
声
音

キ
ー

ワ
ー
ド
一
声
明
資
料、

入
声
音、

小
書
き 、

半立目 、

非
母
音
付
加
形

の
残
存

要

旨

入
声
音
は
母
音
が
付
加
さ
れ
た
形
で
現
代
語
に
定
着
し
て
い
る
が 、

受
容
の
初
期
に
は
母
音
が
付
加
さ
れ
な
い
段
階
が
想
定
で
き
る。

し
か

し
な
が
ら
そ
の
中
間
段
階
の
様
相
は
資
料
的
制
約
に
よ
り
窺
い
得
な

か
っ
た
の
が
実
状
で
あ
る。

本
稿
で
は
声
明
資
料
に
現
れ
る
種
々
の
手

掛
か
り
(
小
書
き 、

注
記 、

節
博
士
上
の
仮
名
の
位
置)

に
よ
っ
て
そ

の
中
間
段
階
の
様
相
を
探
ろ
う
と
す
る。

そ
れ
に
よ
れ
ば 、

鎌
倉
時
代
初
期
と
推
定
す
る
時
期
の
入
声
音
は 、

舌
内
入
声
音
と
比
べ
て
減
退
傾
向
に
あ
る
も
の
の 、

喉
内
入
声
音
で
も

非
母
音
付
加
形
が
残
存
し
て
お
り 、

ま
た
後
接
音
が
有
声
子
音
の
場
合

に
母
音
付
加
形
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
た 。

浅

健

朗

太

田

序

漢
字
音
に
お
け
る
三
種
の
入
声
音
は
日
本
語
に
は
無
い
音
節
構
造、

す
な

わ
ち
子
音
で
終
わ
る
閉
音
節
を
構
成
し、

当
初
は
子
音
の
ま
ま
日
本
語
に
受

容
さ
れ
た
が、

そ
れ
ぞ
れ
時
期
を
異
に
し
て
母
音
が
付
加
さ
れ、

現
代
日
本

語
に
至
っ
て
い
る。

唇
内
入
声
音[a
匂]
は
早
い
時
期
に
母
音
が
付
加
さ
れ
た

注1

形
に
な
り、

舌
内
入
声
音
[
占]
は
室
町
末
期
ま
で
閉
音
節
を
保
っ
た
と
す
る

注2

説
が
有
力
で
あ
る。

喉
内
入
声
音
[・
r]
は
院
政
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

注3

て
閉
音
節
性
が
失
わ
れ
た
と
漠
然
と
説
か
れ
る
が、

実
証
が
困
難
で
隔
靴
掻

淳
の
感
を
免
れ
な
い
の
が
現
状
と
言
え
よ
う。

以
上
三
種
の
入
声
音
は
い
ず
れ
も
最
終
的
に
は
狭
母
音
が
付
加
さ
れ
て
現

代
語
に
至
る
訳
で
あ
る
が、

入
声
音
の
音
価
を
追
究
す
る
手
段
に
乏
し
く、

そ
の
過
程
の
詳
細
は
ハ
行
転
呼
音
と
関
与
し
た
唇
内
入
声
音
以
外
に
は
詳
し

注4

注5

く
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
無
い
よ
う
に
岡山
わ
れ
る。

筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
声

明
資
料
に
見
ら
れ
る
ず
ら
し
表
記、

す
な
わ
ち
小
書
き
の
機
能
を
究
明
す
る

過
程
に
お
い
て、

舌
内
入
声
音
の
み
な
ら
ず
喉
内
入
声
音
も
母
音
が
付
加
さ
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れ
な
い
形
を
保
存
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
た 。
本
稿
で
は
そ
れ
を
更
に

進
め 、
音
楽
の
譜
と
い
う
特
殊
な
性
格
を
有
す
る
声
明
資
料
に
お
い
て 、
入

声
音
が
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
か
る
事
実
を

注6

探
り 、
本
問
題
追
究
に
関
す
る
声
明
資
料
の
有
効
性
を
再
確
認
し
て
み
た
い 。

注7

表
l
に
本
稿
で
使
用
し
た
資
料
と 、
着
目
す
る
手
掛
か
り
の
出
現
状
況
を

注8
示
す 。
こ
れ
に
よ
っ
て 、
小
書
き
は
天
台
宗
系
統
専
用 、
「
半
音」
は
真
言
宗

系
統
専
用
に
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る 。
小
書
き

及
び
「
半
音」
は
共
に
非
母
音
付
加
形
の
表
示
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が 、
両

宗
で
の
使
い
分
け
は
極
め
て
明
瞭
で 、
声
明
分
類
の
有
力
な
決
め
手
と
な
る 。

「
半
音」
の
源
流
は
中
国
漢
訳
仏
典
に
あ
り 、
不
空
訳
「
如
意
輪
儀
軌』

『
金
輪
儀
軌」
等
に
お
い
て
焚
語
の
音
節
末
子
音
の
表
示
に
屡
々
使
用
さ
れ
て

い
る 。
本
邦
で
も
悉
曇
学
の
将
来
と
共
に
使
用
さ
れ 、
宗
叡
『
悉
曇
私
記』 、

注9

安
然『
悉
昼
十
二
例』 、
明
党
の
諸
著
作
に
容
易
に
見
出
さ
れ
る 。
漢
字
音
の

表
記
に
は
明
覚
著
と
さ
れ
る
「
九
条
家
本
法
華
経
音』
の
入
声
音
の
表
記
に

使
用
さ
れ
た
の
が
初
見
か
と
思
わ
れ 、
そ
の
後
広
く
分
布
し
た 。
「
入
声」
の

術
語
で
は
明
確
に
限
定
で
き
な
い
閉
鎖
音
の
特
定
の
為
に
使
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う 。
天
台
宗
に
お
い
て
は
別
に
小
書
き
方
式
が
発
明
さ
れ 、
鎌
倉
時

代
初
期
に
は
右
に
指
摘
し
た
両
宗
の
対
立
構
造
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る 。
紙
幅
の
都
合
上 、
「
半
音」
の
術
語
と
し
て
の
展
開
は
稿
を
改

め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い 。
ま
ず
こ
の
小
書
き
並
び
に
「
半
音」
の
用
例

を
手
掛
か
り
と
し
て
考
察
し
て
い
く 。

声明資料における入声音

一
、

小
書
き

住ω

小
書
き
例(
図
1
参
照)
を
非
小
書
き
例
と
共
に
以
下
に
示
す 。
猶 、
用
例

は
同一
資
料
内
に
お
い
て 、
重
複
例
を
除
き
全
例
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る 。

一
・
一

舌
内
入
声
音

大
原
三
千
院
蔵
『
九
候
錫
杖
長
音」
(
文
永
七
年
写
・
呉
音
読)

[
小
書
き]

【
無
声
子
音
前】
併
〈
フ
ツ〉
費 、
一
〈
イ

ツ〉
鉢注目

{
区
切
り
前】
愛
〈
ホ
ツ〉 、
傍
〈
フ
ツ〉 、

蜜
〈
ミ
ツ〉 、

と
蜜)
〈
ミ
ツ〉 、
悌
〈
フ

言図1 小書き

ツ
'v 

[
非
小
書
き]

【
有
声
子
音
前】一
〈
イ
ツ〉
乗

大
原
来
迎
院
如
来
蔵
『
蛾
悔
諦
読
文』
(
建
武
二
年
写
・

漢
音
読)

[
小
書
き]

【
無
声
子
音
前】
殺
〈
サ
ツ〉
盗 、
没
〈
ホ
ツ〉
在 、
説
〈
セ
ツ〉
法 、
結

〈
ケ
ツ〉
使

【
区
切
り
前】
結
〈
ケ
ツ〉 、
物
〈
フ
ツ〉 、
滅
〈
へ
ツ〉

[
非
小
書
き]

【
有
声
子
音
前】
悉
〈
シ
ツ〉
潟 、
説
〈
セ
ツV
限 、
説
〈
セ
ツ〉
耳 、
説

〈
セ
ツ〉
鼻 、
逸
〈
イ
ツ〉
門 、
説
〈
セ
ツ〉
無
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表l 調査資料と注記等の出現状況

刀派て 代時

鎌倉

南北朝

室町

江戸

倉鎌

南北朝

室町

江戸

資料名
金沢文庫蔵〔聖宣本聾明集)(仁治}年(1242)写)大原 千院蔵九条錫杖長音(文 永七年(1270)写)大原 千院議伽陀集 (徳治 年(1308)写)

瞳轄下大原 蔵乞戒偏大原来、 如来蔵織悔講談文(建武一年(1335)写)大原 千蔵長音供養文{永和冗年(1375)写)

じ-

h 金
た

原

訳
三

文陣

院

頭諸
歳修

施
正要唱

文
礼 金圃IJ界

伽陀集巻中
大原三千院蔵伽陀集

上野学園日本音楽資料室蔵法華織法上野学園日本音楽資料蒋歪室議蔵修惹正3雇大導師作法上野学函日本音楽資 大師作法 ・ 慈恵大師作法
叡山文庫蔵九候錫杖

I| 叡 金金東
沢 沢寺

山文文文観
庫庫庫智
蔵蔵 蔵院

声秘威
蔵
讃明

捌
法

抄類尊
則

褒唐
集

集音上
(延慶一年(1309) 写)讃 (延慶年(1309)写)(元徳年(1330)写)金沢文庫蔵[聾明集抄覚意五音博士〕金沢文庫蔵[秘讃集〕金沢文庫蔵〔南山進流聾明集〕金沢文庫蔵 供養賛金沢文庫蔵天飽八武賛進東寺蔵秘讃集【149-5]東寺蔵法則集【164-41]東寺蔵法則集上仁和寺蔵理趣緩仁和寺蔵御流乞戒(貞治一年(1364)写)仁和寺蔵乞戒(永和五年(1379)写)上野学園臼本音楽資料室蔵八名普l't陀羅尼経東寺蔵秘讃集東寺蔵法則集[164-40]東寺蔵法則集[22-23紙背】東寺蔵法則集上下【67-2]仁和寺蔵乞戒聾明日傭随心院蔵聾明集[6-1]金沢文庫蔵大非讃倍広島大学蔵聾明集上野学園日本音楽資料室蔵法則集 上中下(応永十八年(l4ll)写)上野学園日本音楽資料室蔵要略集(寛正ニ年(1462)写)随心院蔵諸お讃東寺蔵乞戒東寺蔵法則集【149-11]仁和寺蔵御�供養導師次第随心院蔵書E明集【65-43]随心院蔵[伽陀〕随心院蔵〔舎利講等〕随心院蔵〔真言唄等〕随心院蔵〔唄〕随心院議偽名曾法則

小書 半音 節博士上
き の仮名

J 
J J 

、/
J 
、J
J 
、/
d 
J 

、r d 
J J 
J J 
J d 
J J 
d J 

、/

d 

J J 
、/ d 
、， J 
、/ J 
d 、/

J 
J 
J 
J 
J 

、/ d 
J 
、/

J 、/
J 

、/ 、/
J J 
J 、/
J J 

、，
、/ 、/
、/ J 
J 、/
J J 
J J 
、/ 、f
J 、/

J 

、/ 、/

J 、/
d 

J 、/
J J 

J 
J J 
J J 
J J 
J J 

、/
J 
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大
原
三
千
院
蔵
「
長
音
供
養
文」
(
永
和
元
年
写
・
漢
音
読)

[
小
書
き]

【
区
切
り
前】
悌
〈
フ
ツ〉

大
原
三
千
院
蔵
「
修
正
唱
礼」
(
南
北
朝
時
代
写
・
漢
音
読)

[
小
書
き]

【
無
声
子
音
前】
賓
〈
シ
ツ〉
行

大
原
三
千
院
蔵
「
胎
蔵
界』
(
南
北
朝
時
代
写
・
漢
音
読)

[
小
書
き]

【
無
声
子
音
前】
愛
〈
ハ
ツ〉
歓 、
失
〈
シ
ツ〉
菩

【
区
切
り
前】
蜜
〈
ヒ
ツ〉

【
母
音・
半
母
音
前】
悉
〈
シ
ツ〉
圏 、
蜜
〈
ヒ
ツ〉
印

[
非
小
書
き]

【
有
声
子立目
前】
般
〈
ハ
ツ〉
元 、
薩
〈
サ
ツ〉
妙 、
八
〈
ハ
ツ〉
難 、
悉

〈
シ
ツ〉
能

大
原
三
千
院
蔵
「
胎
蔵
界
金
剛
界」
(
南
北
朝
時
代
写
・

漢
音
読)

[
小
書
き]

【
無
声
子
音
前】
毅
〈
ハ
ツ〉
歓 、
薩
八
サ
ツ〉
行

【
区
切
り
前】
蜜
〈
ヒ
ツ〉 、
偽
〈
フ
ツ〉

【
有
声
子
音
前】
般
〈
ハ
ツ〉
無

[
非
小
書
き]

【
無
声
子立目
前】
利
〈
サ
ツ〉
産
(
塵
ノ
誤
写)

【
区
切
り
前】
脱
〈
タ
ツ〉

【
有
声
子
音
前】
薩
〈
サ
ツ〉
妙 、
八
〈
ハ
ツ〉
難 、
悉
〈
シ
ツ〉
能

声明資料に おける 入声音

大
原
三
千
院
蔵
「
長
音
甲」
(
南
北
朝
時
代
写
・
漢
音
読)

[
小
書
き]

【
無
声
子
音
前】
併
〈
フ
ツ〉
井 、
例
〈
フ
ツ〉
事

【
区
切
り
前】
偽
〈
フ
ツ〉 、
薩
〈
サ
ツ〉

書
写
年
代
が
明
確
な
も
の
で
小
書
き
が
現
れ
る
最
も
古
い
資
料
は
大
原
三

千
院
蔵
『
九
係
錫
杖長音」
(
喜
測
自
筆
本)
で 、
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
既
に
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る 。
こ
の
喜
測
自
筆
本
の
小
書
き
に
関
し
て
は 、

注ロ

「
鎌
倉
初
期
の
湛
智
師
の
考
案
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い」
と
の
指
摘
が
あ

る 。小
書
き
は
区
切
り
前 、
す
な
わ
ち
語
末
に
も
出
現
す
る
こ
と
か
ら 、
促
音

注目

だ
け
で
な
く
非
母
音
付
加
形
を
も
表
示
し
得
る
こ
と
が
分
か
る 。
ま
た
数
例

の
例
外
を
除
け
ば 、
有
声
子
音
前
の
環
境
で
は
小
書
き
が
現
れ
な
い 。
従
っ

て
舌
内
入
声
音
は 、
有
声
子
音
前
以
外
の
環
境
で
非
母
音
付
加
形
を
保
っ
て

い
る
と
見
ら
れ
る 。

一
・
二

喉
内
入
声
音

注M

喉
内
入
声
音
の
場
合
も
同
様
に
古
い
資
料
か
ら
小
書
き
例
を
示
す 。

大
原
三
千
院
蔵
「
九
僚
錫
杖
長
音」
(
文
永
七
年
写
・
呉
音
読)

[
小
書
き]

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
速〈
ソ
ク〉
護 、
俗〈
ソ
ク〉
ミ(
号 、
毒〈
トク〉

獣 、
毒
〈
トク〉
姦 、
畜
〈
チク〉
生 、
速
〈
ソ
ク〉
得 、
或
〈
ワ
ク〉

媛

[
非
小
書
き]
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【
有
声
子
音
前】
錫
〈
シ
ヤ
ク〉
杖

大
原
来
迎
院
釦
来
蔵
「
繊
悔
諦
読
文」
(
建
武二
年
写・
漢
音
読)

[
小
書
き]

【
k
前】
賊
〈
ソ
ク〉
害

[
非
小
書
き]

【
k
前】
色
〈
セ
キ〉
故

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
歴
〈
レ
キ〉
一二

【
有
声
子
音
前】
遂
〈
チ
ク〉
外

大
原
三
千
院
蔵
「
胎
蔵
界」
(
南
北
朝
時
代
写・
漢
音
読)

[
小
書
き]

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
福
〈
フ
ク〉
徳 、
徳
〈
ト
ク〉
庄 、
作
〈
サ
7〉

変 、
六
〈
リク〉
大 、
各
〈
カ
ク〉
請 、
足
〈
ソ
ク〉
波 、
積
〈
セ
キ〉

集

[
非
小
書
き]

【
k
以
外
の
無
声
子立目
前】
祭
〈
ラ
ク〉
豊

【
有
声
子
音
前】
宿
〈
シ
ク〉
命

【
区
切
り
前〕
福
〈
フ
ク〉 、
族
〈
シ
ヨ
ク〉

大
原
三
千
院
蔵
「
胎
蔵
界
金
剛
界」
(
南
北
朝
時
代
写・
漢
音
読)

[
小
書
き]

【
k
前】
属
〈
シ
ヨ
ク〉
度 、

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
福
〈
フ
ク〉
徳 、
徳
〈
トク〉
荘 、
作
〈
サク〉

祭 、
六
〈
リク〉
大 、
受
〈
カ
ク〉
撃 、
足
〈
ソ
ク〉
波 、
勅
〈
ロ
ク〉

菩

【
区
切
り
前}
福
〈
フ
ク〉 、
福
〈
フ
ク〉 、
受
〈
カ
ク〉

[
非
小
書
き]

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前}
樹木
〈
ラ
ク〉
豊 、
得
〈
ト
ク〉
歪

【
区
切
り
前】
族
〈
シ
ヨ
ク〉 、
識
〈
シ
キ〉

【
母
音・
半
母
音
前】
得
〈
ト
ク〉
為

例
を
見
る
と【
k
以
外
の
無
声
子立目
前】【
区
切
り
前】
に
小
書
き
が
見
ら

れ 、
喉
内
入
声立日
で
も
非
母
音
付
加
形
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
と
見
ら

れ
る 。
喉
内
入
声立自
に
お
げ
る
母
音
が
付
加
さ
れ
る
環
境
は 、
舌
内
入
声
音

ほ
ど
明
確
な
傾
向
が
見
出
し
難
く 、
混
沌
と
し
た
状
態
で
あ
る 。

唇
内
入
声
音

唇
内
入
声
音
に
対
し
て
小
書
き
が
為
さ
れ
る
場
合 、
「
フ」
と
「
ツ」
の
両

形
が
現
れ
る 。
小
書
き
例
の
み
示
す 。

大
原
三
千
院
蔵
「
九
候
錫
杖長音」
(
文
永
七
年
写・
呉
音
読)

【
無
声
子
音
前】
執
〈
シ
ア〉
錫 、
法
〈
ホフ〉
界 、
撮
〈
セ
ア〉
心

大
原
三
千
院
蔵
『
修
正
唱
礼」
(
南
北
朝
時
代
写・
漢
音)

【
無
声
子
音
前】
劫
〈
ケブ〉
中 、
業
〈
ケフ〉
障

大
原
三
千
院
蔵
『
胎
蔵
界』
(
南
北
朝
時
代
写・
漢
音)

【
無
声
子立目
前】
法
〈
ハ
フ〉
身 、
掻
〈
セ
フ〉
智 、
業
〈
ケフ〉
等

大
原
三
千
院
蔵
『
胎
蔵
界
金
剛
界」
(
南
北
朝
時
代
写
・

漢
音)

【
無
声
子
音
前】
法〈
ハ
ブ〉
身 、
掻〈
セ
ア〉
智 、
掻〈
セ
ブ〉
受 、
法〈ハ
フ〉

蔵 、
業
〈
ケア〉
等 、
法
〈
ハ
ツ〉
供

大
原
三
千
院
蔵
「
長
音甲」
(
南
北
朝
時
代
写・
漢
音
読)

一
. 
ー一
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【
無
声
子立目
前】
法
〈
ハ
ツ〉

供
(
漢
音)

声明資料におりる入声音

こ
の
よ
う
に
古
い
声
明
資
料

で
は
「
フ」
が
優
勢
で
あ
る 。

こ
の
小
書
き「7」
が
ハ
行
転
呼

音
を
被
っ
て
い
る
か、
促
音
化

し
て
い
る
か
は
判
断
し
に
く
い

が
、促

音
化
を
起
こ
す
環
境(
無

声
子
音
前)
に
の
み
出
現
す
る

こ
と
か
ら
、

促
音
化
を
表
示
し

て
い
る
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ

る 。と
こ
ろ
で

、
早
い
時
代
の
声

明
資
料
に
は
舌内
入
声
音
の
小

書
き
に「
ツ」

、
喉
内
入
声
音
の

小
書
き
に
「
ク」
が
使
用
さ
れ

、

唇内
入
声
音
の
小
書
き
に
も

「
ツ」
は
稀
で

、「
フ」
が
主
に

使
用
さ
れ
て
い
る 。
対
し
て

、

江
戸
時
代
以
降
の
声
明
資
料
で

は
次
の
よ
う
に
逆
に
「
ツ」
が

優
勢
と
な
る 。
一
資
料
を
挙
げ

て
示
す。

後接環境別の小書き用例数

k前 無声子音前 区切り前 有声子音前 母音・半母音前

舌内
小書き

レ/
67 30 5 8 

非小書き 5 26 2 

喉
内

小書き 14 39(k前を除く) 9 I 3 

非小書き 9 41(k前を除く) 10 20 6 

唇内
小書き

I 
30 。 。 。

非小書き 5 7 2 1 

表2

上
野
学
園
田
本
音
楽
資
料
室
蔵
『
慈
費
大
師
作
法・
慈
恵
大
師
作
法」
(
江
戸

時
代
写
・

漢
音
読)

法
〈
ハ
ツ〉
筆 、
法
〈
ハ
ツ〉
堂 、
入
〈
シ
ツ〉
媛 、
法
〈
ハ
ツ〉
蔵

ま
た
唇内
入
声
音
だ
け
で
な
く
、

喉
内入
声
音
で
も
同
様
に
「
ツ」
の
小

書
き
が
増
え
て
く
る
(
但
し
唇
内
入
声
音
ほ
ど
「
ツ
」
が
優
勢
と
な
ら
な
い)

。

こ

の
こ
と
か
ら
南
北
朝
時
代
頃
ま
で
は

、
小
書
き
「ツ」
7」
「7」
が
三
種
の

入
声
音
そ
れ
ぞ
れ
に
専
用
に
使
用
さ
れ
明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
た
が

、

入
声
音
の
種
別
に
関
す
る
知
識
が
暖
昧に
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
て

、
そ
の
書

き
分
け
も
消
失
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る 。

以
上
小
書
き
を
観
察
し
て
得
た
結
果
を
表
2
に
示
す。
こ
れ
に
よ
り
入
声

音
へ
の
母
音
付
加
状
況
が
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
が

、
用
例
が
少
な
く
、

ま

た
後
述
す
る
理
由
も
あ
り
全
体
的
な
傾
向
を
判
断
で
き
る
に
至
ら
な
い 。

二 、
「
半
音」

次
に
真
言
宗
系
統
の
声
明
譜に
見
ら
れ

る
「
半立自」
注
記
に
関
し
て見
て
い
く。

「
半
音」
あ
る
い
は
「
半」
の
注
記
(
図
2

参
照)
に
関
し
て
は

、「
口
の
う
ち
で
唱
え

、

注目

判
然
と
声
に
だ
さ
な
い
仮
名
の
意」
と
さ

れ
て
い
る
が

、
声
明
資
料
を
通
覧
す
る
と

入
声
音
・
促
音
の
部
分に
広
く
使
用
さ
れ

て
い
る 。

if;主
!iヘキ令
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二・
一

舌
内
入
声
音

幾
つ
か
の
資
料
に
つ
い
て「
半
音」
「
半」
注
記
を
掲
げ
る

。
こ
こ
で
も
同

一
資
料
内で
は
用
例
を
割
愛
し
て
い
な
い 。

東
寺
蔵
『
法
則
集
上」
(
鎌
倉
時
代
写)

【
無
声
子
音
前】
傍輩ロ
(
漢
音) 、
悉
正

【
区
切
り
前】
蜜 、
悌 、
脱

東
寺
蔵
『
秘
讃
集」

【
m'
5】
(
鎌
倉
時
代
写・
漢
音
読)

【
区
切
り
前】
薩

【
母
音
・

半
母
音
前】
日
夜

仁
和
寺
蔵
「
理
趣
経」
(
鎌
倉
時
代
刊・
漢
音
読)

【
無
声
子立
豆
巴
滅
不 、
説
此

仁
和
寺
蔵
『
御
流
乞
戒』
(
貞
治
三
年
写
・

呉
音
読)

【
無
声
子
音
前】一
切、
例
生 、
一
子、
一
心

【
区
切
り
前】偽

東
品寸
蔵
『
法
則
集
上
下』

【
日1
2】
(
南
北
朝
時
代
写)

【
無
声
子
音
前】
悌
菩
(
漢
音) 、
悌
子

【
区
切
り
前】
併 、
蜜 、
脱

【
母
音・
半
母
音
前】
悉
園

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
「
法
則
集
上
中
下」
(
室
町
時
代
写)

【
無
声
子
音
前】
悌
菩
(
漢立回) 、
例
正 、
月
相

【
区
切
り
前】
悌 、
悉 、
脱

【
母
音
・

半
母
音
前】
悉
圏

「
半
音」
は
区
切
り
前
環
境に
も
現
れ、
非
母
音
付
加
形
の
残
存
が
見
て

取
れ
る。
ま
た、
有
声
子立目
前
の
入
声
音
に
は
「
半
音」
が
見
ら
れ
ず 、
小

書
き
の
場
合
と
同
様
に
非
母
音
付
加
形
が
現
れ
な
い
と
解
釈
で
き
る。
猶 、

「
日
夜」
「
悉
園」
は
連
声
例か
と
恩
わ
れ
る。

ニ・
ニ

喉
内
入
声
音

金
沢
文
庫
蔵
「〔
南
山
進
流
聾
明
集〕』
(
鎌
倉
時
代
写)

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
足
婆
(
漢
音)

【
区
切
り
前】
福

東
寺
蔵
『
法
則
集
上』
(
鎌
倉
時
代
写)

【
k

前}
族
康

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
積
集 、
慾
悉 、
極
重
(
漢
音) 、
得
至

【
区
切
り
前】
福 、
識 、
力

東
寺
蔵
「
秘
讃
集」

【
削'
5】
(
鎌
倉
時
代
写・
室田
読)

【
k

前】
各
各、
或
居

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
薬
叉 、
福
智

【
区
切
り
前】
寂 、
祭

【
母
音・
半
母
音
前】
服
以

仁
和
寺
蔵
「
理
趣
経」
(
鎌
倉
時
代
刊・
漢
音
読)

【
k

前】
欲
加

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
得
例

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
「
法
則
集
上
中
下」
(
室
町
時
代
写)

【
k

前】
稗
宮
(
漢
音) 、
各
各、
益
群
(
漢立国) 、
寂
恒
(
漢
音)
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【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】
欲
悉 、
極
重(
漢
音) 、
益
諸 、
速
捨 、
得
至 、

稼
林凡
(
漢立国) 、
福
智 、
色
身

【
区
切
り
前】
覚 、
識 、
作 、
力 、
得 、
築 、
薬

【
母
音・
半
母
音
前】
服
以 、
額一

舌内
入
声
音
と
同
様
に
区
切
り
前
環
境
に
「
半
音」
が
現
れ、
喉
内
入
声

音
で
も
非
母
音
付
加
形
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る 。
ま
た
有

声
子
音
前
の
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
舌内入
声
音
と
同
様
で
あ
る 。
ま
た

「
服
以」
「
額
こ
の
母
音・
半
母
音
前
の
例
は
喉
内入
声
音
の
場
合
も
連
声

が
起
こ
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る 。

声明資料における入声音

ニ
・
三

唇
内
入
声
音

東
寺
蔵
『
法
則
集
上」
(
鎌
倉
時
代
写)

【
無
声
子
音
前】
及
法

東寺
蔵
『
秘
讃
集」

【
m'
5】
(
鎌
倉
時
代
写・
漢
音
読)

【
無
声
子
音
前】
法
者

仁
和
寺
蔵
「
理
趣
経」
(
鎌
倉
時
代
刊
・

漢
音
読)

〔
無
声
子
音
前】
法
性、
業
性、
法
蔵 、
法
自 、
集
舎 、
法
蔵

東
寺
蔵
『
法
則
集
上
下」

【
U'
2】
(
南
北
朝
時
代
写)

【
無
声
子立目
前】
合
掌 、
法
界 、
法
蔵(
漢
音) 、
業
等 、
法
性、
十
方 、
掻

、υ
【
区
切
り
前】
法

上
野
学
園
日
本
音

楽資
料
室
蔵
『
法
則
集
上
中
下」
(
室
町
時
代
写)

【
無
声
子
音
前】
業
等 、
十
方 、
法
住
(
漢
音)

注目

唇内
入
声
音
で
は
「
半
音」
の
出
現
が
ほ
ぼ
無
声
子立目
前
に
限
ら
れ
る 。

こ
の
偏
っ
た
分
布
は
唇内入
声
音
が
既
に
母
音
付
加
形
に
変
化
し 、

の
場
合
の
み
「
半
音」
が
付
さ
れ
る
と
と
に
よ
る
と
恩
わ
れ
る 。

促
音
化

、
主
巴
j
I

 

次
に、
声
明
資
料
の
中か
ら
入
声
音
の
発
声
に
関
す
る
諸
種
の
注
記
を
抜

き
出
し
て
検
討
し
て
み
る 。

三
・一

舌
内
入
声
音

大
原
三
千
院
蔵
『
長
音甲』
(
南
北
朝
時
代
写
・

天
台
宗
系
統
・

漢
音
読)

併 、
薩 、
悌
事 、
例
井一
舌ヲ
ツ
(
突)
ク

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
『
要
略
集」
(
寛
正
三
年
写
・

真
言
宗
系
統
・呉

音
読)

【
区
切
り
前】

悌一
キ
カ
ヌ
カ
ノ
ホ
ト

ニ
カ
ナ
ヲ
成
ス
へ
シ

説一
口
ヲ
合
ス
/
ク
ク
ム 。
キ
カ
セ
ス

側一
ヲ
ハ
リ
ニ
口
ヲ
合
ス

薩一
口
ヲ
合
ス

【
有
芦
子
音
前】

蜜
門一
カ
ナ
ヲ
成
シ
テ
後
ス
コ
シ
ア
リ
/
ツ
ト

サ
ハ
サ
ハ
ト
ア
ラ
ワ
ス
へ

シ

一
乗(
呉立回)一
ツ
ノ
カ
ナ
ヲ
ア
ラ
ワ
ス
へ
シ
/
カ
ナ
ヲ
成
シ
テ
後
ス
コ
シ

モ
チ
テ
下
ノ
乗ニ
ウ
ツ
ル
へ
シ



悌
道
(
呉
音)
一

カ
ス
カ
ニ
ハ
タ
ラ
カ
ス
へ
シ
/
ツ
ヲ
ツ
ヨ
ク
ノ
ム
ヤ
ウ
ニ

ノ
ム
ト
へ
入
ナ
リ
/
ツ

ア
ラ
ワ
ス

「
舌
を
突
く」

は
舌
端
を
硬
口
蓋
あ
る
い
は
歯
茎
に
接
触
さ
せ
る
こ
と
を

指
示
す
る
と
見
ら
れ
る。
「
要
略
集』
に
は
多
く
の
注
記
が
見
ら
れ
る
が、

ま

ず
有
声
子
音
の
前
に
位
置
す
る
舌
内
入
声
字
に
は、
「
仮
名
を
成
す」
「
仮
名

を
あ
ら
わ
す」

等、
「
ツ
」
を
発
音
す
る
こ
と
を
指
示
す
る
注
記
が
多
く、

母

音
付
加
形
で
の
発
音
を
指
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。

ま
た
「
悌
道」

の
「
『
ツ
」

を
強
く
『
ノ
ム
」

や
う
に
喉
へ
入
る
な
り」

に

見
ら
れ
る
「
ノ
ム
」

は
謡
曲
で
も
用
い
ら
れ
る
発
声
法
の
一

で
鼻
的
破
裂
音

注げ

注問問

と
称
さ
れ、

声
明
に
お
い
て
も
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が、

ど
の
よ

う
な
環
境
に
現
れ
る
の
か
定
か
で
は
な
い。

区
切
り
前
環
境
で
は
母
音
付
加
形
と
見
ら
れ
る
「
仮
名
を
成
す」

等
は
全

く
存
せ
ず、

逆
に
非
母
音
付
加
形
を
保
存
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
「
聞
か
ぬ

か
の
程
に
仮
名
を
成
す
べ
し」
「
聞
か
せ
ず」
が
見
ら
れ
る。
「
口
を
合
わ
す」

「
く
く
む
」
の
各
注
記
は
判
然
と
し
な
い
が、

鼻
的
破
裂
音
か
非
母
音
付
加
形

を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

94 ( 9 ) 

三
・

ニ

喉
内
入
声
音

【
k
以
外
の
無
声
子
音
前】

毒
獣、

毒
患
一

サ
、
ャ
キ
音
(
大
原
三
千
院
蔵
「
九
僚
錫
杖
長
音」)

薬
文
一

ク
ノ
字
ハ
叉
ヲ
云
フ
時
柳
ク
卜
云
フ
也。

錐
然
非
半
音
ニ
也(
東
寺

蔵
『
秘
讃
集』

【
m'
5】)

莫
三
一

ク
不
聞
(
東
寺
蔵
『
法
則
集」

【
削
1
引〕

亦
復
一

不
云
キ
(
大
原
三
千
院
蔵
「
修
正
唱
礼」)

天
台
宗
系
統
の
声
明
譜
で
見
ら
れ
る
「
サ
、
ャ
キ
音」

は、

恐
ら
く
非
母

音
付
加
形
か、
そ
れ
に
類
す
る
特
殊
な
発
声
を
指
定
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

ま
た
「
ク
不
聞
」
「
不
云
キ
」
の
注
記
は
多
様
な
解
釈
が
可
能
だ
が、

母
音
の

響
き
を
聞
か
せ
な
い
音
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
「
薬
叉」
の
例
も
「
柳
か
ク

と
云
う
」

の
解
釈
が
分
か
れ
る
所
で
あ
る
が、

非
母
音
付
加
形
を
保
存
し
た

状
態
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う。

【
区
切
り
前】

繁
一

ク
不
問
(
東
寺
蔵
「
法
則
集」

【
削l
れ】)

足
一
マ
サ
シ
ク
ハ
折
ア
ケ
ス
シ
テ
只
半
音
ノ
ニ
ホ
ヒ
ヲ
(
不
詳)
ア
ク
ル
様

ニ
ス
ル
マ
テ
ナ
リ
(
仁
和
寺
蔵
『
乞
戒
聾
明
口
侮』)

注目

力
一

カ
タ
ノ
コ
ト
ク
キ
ヲ
キ
カ
ス
へ
シ
(
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
『
要

略
集」)

徳
一

ト
ク
ノ
ク
ヲ
カ
ク
ス
へ
シ
。

シ
タ
ハ
ニ
ヲ
モ
ワ
へ
テ
ク
ト
ス
ル
也。

ト
ツ
ト
ス
ル
様
也
/
ク
ア
ク
ク
ム
心
ニ
ク
ト
ヲ
モ
ワ
へ
テ
音
ニ
ハ
ト

(
濁
上)
ト
ハ
カ
リ
シ
テ
ク
ト
ハ
キ
カ
セ
ス(
濁
平)
(
向
右)

繁
一

ス
へ
ニ
テ
小
ク
ヲ
キ
カ
ス
へ
シ。

ク
ヲ
キ
カ
セ
ス
シ
(
不
詳)
モ
ク
ル

シ
ミ
ナ
シ
(
同
右)

区
切
り
前
の
用
例
を
見
る
と、

子
音[
宵]
を
思
わ
せ
る
注
記
が
為
さ
れ
る。

例
え
ば
「
徳」

に
見
ら
れ
る
「『
ド
ク』

の
『
ク』

を
か
く
す
べ
し。

下
歯
に

お
も
わ
へ
て
『
ク』

と
す
る
也。
『
ド
ツ
』

と
す
る
様
也」
「
『
ク』

を
く
く
む

心
に
『
ク』

と
お
も
わ
へ
て
音
に
は
『
ド」

と
ば
か
り
し
て
「
ク』

と
は
聞

か
せ
ず」

の
注
記、
「
祭」

に
見
ら
れ
る
「
末
に
て
す
こ
し
『
ク」

を
聞
か
す
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ぺ
し 。
『
ク」
を
聞か
せ
ず:・」
の
注
記
は
母
音
が
付
加
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る 。
ま
た
「『
ド
ツ』
と
す
る
様
也」
の
記
述か
ら
は、
喉
内

入
声
音
が
促
音
や
舌内入
声
音
と
混
同
さ
れ
て
い
る 、
乃
至
同
じ
よ
う
な
発

音
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る 。

【
有
声
子
音
前】

得
受(
呉
音)い
ク
ノ
末
ニ
ン
ノ
響
ヲ
ア
ラ
ス
ル
也 。
不
聞
ヤ
ウ
ニ
ス
へ
シ

(
仁
和
寺
蔵
「
御
流
乞
戒』)

得
長
(
呉
音)一
ク

声明資料におりる入声音

ヲ
リ
メ
ニ
カ
ナ
ヲ
成
シ
テ 、
キ
ト
ツ
ヲ
ク
ヲ
リ
ク
タ

ス
へ
シ
(
上
野
学園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
「
要
略
集」)

「
得
受」
に
見
ら
れ
る
注
記
は
鼻
的
破
裂
音
と
見
ら
れ、
「
得
長」
に
お
け

る
「
仮
名
を
成
す」
と
は
「
仮
名
を
発
音
す
る」
の
意
で
あ
る
か
ら、
母
音

が
付
加
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。

全
体
を
通
覧
す
る
と 、
区
切
り
前
並
び
に
k
以
外
の
無
声
子
音
前
に
属
す

注
記
に
は
「
仮
名
ヲ
成
ス」
等
の
判
然
と
仮
名
の
音
を
発
声
す
る
注
記
が
為

さ
れ
て
い
な
い 。
従
っ
て
有
声
子
音
前
で
は
母
音
が
付
加
さ
れ、
区
切
り
前

や
促
音
化
す
る
環
境に
な
い
無
声
子
音
前
で
は
非
母
音
付
加
形
を
保
存
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る 。
但
し 、
こ
の
よ
う
に
詳
し
い
注
記
が
為
さ
れ

る
の
は、
詳
し
く

解
説
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
非
母
音
付
加
形
が
意
識
さ
れ

に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
ろ
う 。

三・
三

執
錫一
口
ヲ
フ
サ
ク
(
大
原
三
千
院
蔵
『
九
候
錫
杖畏音」)

法
界一
フ
者
吹
塞
(
同
右)

唇
内
入
声
音

法
界一
ツ
ノ
字
キ
カ
セ
ス 。

舌ヲ
上
ノ
ア
キ
ト

ニ
ツ
ク
レ
ハ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ

半
音
ニ
ナ
ル
ナ
リ
(
東
寺
蔵
「
法
則
集」
〔
削1
2)

法
界一
半
音・
舌ヲ
ア
キ
ニ
ツ
ク
へ
シ
(
上
野
学園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵『
要

略
集」)

唇内
入
声
音
の
発
声
に
関
す
る
注
記
は
喉
内入
声
音
に
比
べ
て
少
な
く 、

喉
内
入
声
音
の
非
母
音
付
加
形
が
特
殊
な
発
声
で
あ
り、
多
く
の
注
記
を
必

要
と
し
た
こ
と
が
相
対
的
に
分か
る 。
内
容
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い

が、
「
口
を
ふ
さ
ぐ」
「『
フ』
は
吹
き
塞
ぐ」
の
注
記か
ら
は
閉
鎖
性
が
窺
え

る
が、
そ
れ
が
何に
由
来
す
る
の
か
は
定か
で
な
い 。
他
の
二
注
記
は
い
ず

れ
も
舌内入
声
音
と
の
混
同
が見
て
取
れ
る 。

四 、

節
博
士
上
の
仮
名
の
位
置

四
・

一

節
博
士
上
の
仮
名
の
位
置
と
母
音
付
加
と
の
相
関

こ
れ
ま
で
諸
種
の
手
掛か
り
に
よ
っ
て
声
明
資
料
に
お
け
る
入
声
音
を
検

討
し
た
結
果 、
幾
つ
か
の
傾
向
が見
ら
れ
た。

舌内入
声
音、
喉
内入
声
音

と
も
に、
非
母
音
付
加
形
が
保
た
れ
て
い
る
例
が
確
認
で
き
る
こ
と 、
喉
内

入
声
音
が
舌内入
声
音
に
比
し
て
母
音
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と 、

有
声
子
音
前
で
母
音
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と 、
の
諸
点
で
あ
る 。

し
か
し
こ
れ
ま
で
観
察
し
て
き
た
手
掛か
り
は
例
が
少
な
い
上
に、
記
譜

者
の
意
識
的
な
工
夫
で
あ
る
た
め
に
母
音
付
加
形
と
非
母
音
付
加
形
の
対
立

関
係
を見
る
に
は
十
分
で
な
い 。
す
な
わ
ち 、
記
譜
者
が
気
付い
た
箇
所 、

あ
る
い
は
特
別
に
注
意
す
べ
き
箇
所に
の
み
小
書
き
や
注
記
を
付
す
の
で
あ

っ
て 、
そ
れ
以
外
の
部
分
が
ど
の
よ
う
な
発
声
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
実



は
示
さ
れ
て
い
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る。

そ
こ
で
先
の
諸
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
に、

節
博
士
上
の
仮
名
の
位

置
を
母
音
が
付
加
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
手
掛
か
り
と
し
て
用
い
る。

音

程
を
表
示
す
る
節
博
士
に
は、

漢
字
音
の
韻
尾
部
分
を
表
示
す
る
仮
名
が
そ

の
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
屡
々
あ
り、

仮
名
で
示
さ
れ
た
音
が
旋
律

上
の
ど
の
部
分
か
ら
始
ま
る
か
が
明
示
さ
れ
て
い
る。

そ
の
節
博
士
上
に
お

り
る
仮
名
の
位
置
は、

節
博
士
の
途
中、

節
博
士
の
着
点
に
二
分
で
き
る
(
図

3
参
照)。

こ
の
二
箇
所
の
位
置
の
違
い
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

.カ

言
葉
に
立日
程
を
付
与
す
る
場
合、
一

般
的
に
音
節
を
単
位
と

し
て
為
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。

つ
ま
り
音
節
主
音
と
な
り
得
る
楽
音
に

立日
程
が
付
与
さ
れ、

喋
立
自
に
は
直
接
に
音
程
は
与
え
ら
れ
な
い
。
「
賀」
を
例

に
取
れ
ば、

非
母
音
付
加
形
で
あ
る
[
主]

の
[
乙

は
一

音
節
内
に
お
け
る

後
行
副
音
で
あ
り、
立
日
程
上
は
音
節
主
音
で
あ

る
[一]

に
従
属
す
る
存
在
で
あ
る。

逆
に
母
音

付
加
形
で
あ
る
[」一
吉]

の
[
Z]

は
も
は
や
単

独
の
音
節
を
形
成
し
て
お
り、

直
接
音
程
を
与

え
る
対
象
と
な
る。

そ
う
考
え
る
と、

そ
も
そ
も、
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[
E]
に
は
特
定
の
音
程
を

示
す
た
め
に
節
博
士
が
割
り
振
ら
れ、
[
乙
に
は

節
博
士
は
割
り
振
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

逆

に
言
え
ば、

節
博
士
と
仮
名
が
直
接
的
に
対
応

し
て
い
る
場
合、

つ
ま
り
途
中
に
仮
名
が
位
置

途 着

i j.i 盛 i
蔵 官� � � J言J � 

亙 手国年 f穴・年計~ヲ問 、前 三手同 前
図3 節博士上の仮名

し
て
い
る
場
合
母
音
付
加
形
[
E]
を、

節
博
士
と
仮
名
が
直
接
的
に
対
応
せ

ず、

線
で
あ
る
節
博
士
の
末
尾
の
一

点
と
仮
名
が
対
応
し
て
い
る
場
合、

つ

ま
り
着
点
に
仮
名
が
位
置
し
て
い
る
場
合
非
母
音
付
加
形
[
乙

あ
る
い
は
促

音
を、

そ
れ
ぞ
れ
示
す
と
推
定
で
き
る。

こ
の
仮
説
を
証
明
す
る
た
め
に、

無
声
子
立
目
前
の
舌
内
入
声
音
に
関
し
て

節
博
士
上
の
仮
名
の
位
置
を
調
査
す
る
と、

着
点
一

七
四
例、

途
中
二
七
例

で
あ
っ
た。

こ
れ
に
よ
れ
ば、

舌
内
入
声
音
が
促立同
化
す
る
環
境
に
あ
る
場

合、
殆
ど
の
節
博
士
上
の
仮
名
が
着
点
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る。
従
っ

て
節
博
士
上
の
仮
名
の
位
置
と
促
音
化
と
の
聞
に
大
き
な
相
闘
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た、

唇
内
入
声
字
及
び
喉
内
入
声
字
に
お
け
る
節
博
士

上
の
仮
名
が
ツ
と
な
る
場
合、

ツ
表
示
の
喉
内
入
声
字
は
着
点
一

八
例、

途

中
O
例、

ツ
表
示
の
唇
内
入
声
字
は
着
点
七
五
例、

途
中
八
例
で
あ
っ
た。

従
っ
て
促
音
化
し
て
い
る
こ
と
が
他
の
方
法
で
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合、

節

博
士
上
の
仮
名
の
位
置
が
着
点
に
位
置
し
て
お
り、

こ
こ
で
も
仮
説
を
支
持

す
る
結
果
が
得
ら
れ
る。

以
下
で
は
節
博
士
上
の
仮
名
の
位
置
の
比
率
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て、

母
音
付
加
形
と
非
母
音
付
加
形
の
比
率
を
求
め、

こ
れ
ま
で
得
て
き
た

注初

傾
向
を
確
認
し
て
い
く。

四
・

ニ

声
明
資
料
の
資
料
性

鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
声
明
譜
に
関
し
て
節
博
士
上
の
仮
名
の

位
置
を
調
査
し
た。

こ
こ
で
は
特
に
舌
内
入
声
音
の
区
切
り
前
並
び
に
有
声

子
音
前
環
境
を
取
り
上
げ、

そ
の
比
率
が
時
代
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
変
化
す
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る 性 く が 率 た告 る
。 に 、 見 に 。ー か

起 声 ら は 各 に
因 明 れ 、 時 関
す 譜 な ー 総 代 I
る の い55 じ の 二
も 伝 。 て そ よ
の 統 そ 劇 れ 凶
と 性 れ 的 ぞ 4
思 ・ は な れ に
わ 保 恐 変 の 纏
れ 守 ら 化 比 め

声明資料における入声音

問
題
は

、
こ
の
表
に
示
さ
れ

る
特
徴
が
ど
の
時
代
の
言
語
状

況
を
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る

。興
味
深
い
の
は、

こ
れ
ま
で
観
察
し
て
き
た
小
書

き
等
の
手
掛か
り
が

、
い
ず
れ

も
鎌
倉
時
代
を
古
き
と
す
る
記

譜
法
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

。
そe

音子声4Af
 

も
そ
も
声
明
譜
は
鎌
倉
時
代に

入
っ
て
急
激
に
記
譜
法
が
発
達

し
、

多
く
の
声
明
が
譜
面
化
き

注お

れ
る
よ
う
に
な
る

。
こ
れ
は

恐

ら
く、
口

伝
に
よ
る

伝
承
の
限

界
に
原
因
が
求
め
ら
れ
る
と
恩

わ
れ
る

。
す
な
わ
ち
次
の
よ
う

に
推
測
す
る

。
声
明
は

伝
統
を

口途中
・着点無声子音前舌内入声音舌内入声音

江戸室町江戸 鎌倉 南北朝

時代毎の着点、/途中の比率

室町

図4

南北朝鎌倉

重
ん
じ 、
先
師
の
教
え
を
で
き
る
だ
り
忠
実
に
後
代に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
重

視
さ
れ
た

。一
方
で
声
明
は
口

伝
で
の

伝
承
を
重
ね
る
う
ち
に

、
言
語
変
化

等
の
影
響
を
受
け
徐
々
に
元
の
姿
が
失
わ
れ
て
い
っ
た

。
そ
れ
を
自
覚
す
る

に
至
り、
書
記
上
に
音
楽
を
書
き
留
め
て
声
明
を
変
化か
ら
保
護
し
よ
う
と

す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
行
き、
そ
の
結
果
と
し
て
鎌
倉
時
代に
至
っ
て
詳
細

な
記
譜
法
が
発
達
し
、

譜
面
化
す
る
こ
と
も
増
加
し
た

。
そ
う
考
え
る
と、

そ
れ
以
前

、
す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代
初
期
に
お
い
て
譜
が
写
さ
れ
る
こ
と
が
盛

ん
と
な
り
記
譜
法
が
発
達
す
る
ま
で
は、
言
語
変
化
の
影
響
を
声
明
も
被
っ

て
い
た
蓋
然
性
が
高
い

。
以
上
か
ら、
こ
れ
ら
声
明
の
言
語
は
鎌
倉
時
代
初

期
の
状
況
が
記
録
さ
れ、
多
少
の
変
化
は
被
り
つ
つ
も、
声
明
譜
の
保
守
性

に
よ
り
江
戸
時
代
ま
で

伝
承
さ
れ
た
と見
る
こ
と
が
で
き
る

。

四
・

=一

節
博
士
付
属
仮
名
に
よ
る
分
析

舌内入
声
音
の
場
合

、
節
博
士
上
の「
ツ」
「
チ」
は
五
六
二
例
で
あ
っ
た

。

こ
の
内、
着
点
例
は
三
五
五
例 、
途
中
例
は
二
O
六
例
で
あ
っ
た

。
こ
の
分

布
は
舌内入
声
音
に
お
い
て

、
非
母
音
付
加
形
が
母
音
付
加
形
よ
り
も
優
勢

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

。

音
声
環
境
別
の
用
例
数
を
纏
め
た
図
5

の
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
、

無
声
子
音

前
あ
る
い
は
区
切
り
前
で
は
仮
名
が
節
博
士
の
終
点に
配
置
さ
れ、
有
声
子

音
前
で
は
節
博
士
の
途
中
に
仮
名
が
配
置
さ
れ
る
傾
向
が見
ら
れ、
有
声
子

注UA

音
前
で
母
音
が
付
加
さ
れ
や
すか
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

。
後
続
の
音
声

の
影
響
を
受
け
な
い
区
切
り
前
に
現
れ
る
姿
が
基
本
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら、
後
続
の
音
声
の
影
響
を
受
り
る
環
境か
ら
母
音
が
付
加
さ
れ、
次



第
に
そ
の
変
化
が
基
本
形に
及

ん
で
い
く
と
い
う
構
図
が
見
て

取
れ
る
。

喉
内
入
声
音
の
場
合 、
着
点

例
は
二
八
六
例 、
途
中
例
は
五

O
五
例
で

、
舌内
入
声
音
の
場

合
の
分
布
と
そ
の
比
率
が
逆
転

し
て
い
る
。

こ
れ
は
喉
内
入
声

音
が
舌内入
声
音
よ
り
早
く

母

音
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う
従
来

の
説
を
裏
付
け
る
結
果
と
な

る
。
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図
6
に
よ
る
と
、

喉
内
入
声

音
の
区
切
り
前
環
境
で
は
比
率

が
措
抗
し
て
お
り、

舌内入
声

音
に
比
し
て
途
中
に
配
置
さ
れ

る
こ
と
が
多
い。
後
援
音
の
影

響
を
受
け
な
い
区
切
り
前に
お

い
て
両
者
の
現
れ
が
大
き
く
異

な
る
と
い
う
事
実
は

、
非
母
音

付
加
形
の
残
存
の
度
合
い
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
、

つ
ま
り
喉

内入
声
音
に
お
い
て
非
母
音
付

-着点 口途中

無声子音前 区切り前 有声子音前
図5 着点/途中の比率(舌内入声音)

k前 k以外の量声子昔前 区切り前 有声子音前
図6 着点、/途中の比率(喉内入声音)

注お

加
形
の
衰
退
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る 。
無
声
子
音
前
に
お
い
て

も
、

喉
内
入
声
音
で
は
着
点
と
途
中
の
差
が
明
確
で
な
く
同
様
の
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。

ま
た、
有
声
子
音
前
環
境
で
は
途
中
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

入
声
音
の
場
合
も

母
音
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
多
い。

喉
内

以
上 、
節
博
士
上
の
仮
名
の
位
置
に
着
目
し
て
母
音
付
加
形
と
非
母
音
付

加
形
の
比
率
を
求
め
た
結
果 、
小
書
き
や「
半
音」 、
諸
種
の
注
記
等
で
観
察

さ
れ
た
と
同
様
の
特
徴
が
確
認
で
き、
そ
れ
は

恐
ら
く

鎌
倉
時
代
初
期
の
入

声
音
の
状
態
で
あ
る
と
推
測
で
き
る 。

結

本
稿
で
は
従
来
そ
の
実
態
を
捉
え
き
れ
なか
っ
た
入
声
音
の
非
母
音
付
加

形
の
残
存
状
態
に
つ
い
て、
声
明
資
料
に
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
掛か
りか

ら
分
析
を
試
み
た

。
従
来
は
キ
リ
シ
タ
ン
資
料か
ら
推
測
す
る
他
な
か
っ
た

室
町
時
代
以
前
の
入
声
音
の
状
態
が、
声
明
資
料
で
は
か
な
り
詳
細
に
観
察

で
き、
以
下
の
事
実
が
明
らか
と
な
っ
た

。

-
天
台・
真
言
両
系
統
の
声
明
譜に
明
確
な
記
譜
法
上
の
差
異
が
認
め
ら

れ
、

前
者
は
小
書
き
法 、
後
者
は
「
半
音」
注
記
法
と
い
う
異
な
る
方

法
に
よ
っ
て
非
母
音
付
加
形
を
記
述
し
て
い
る 。

-
中
世
に
お
け
る
声
明
に
は、

舌内入
声
音・
喉
内入
声
音
共
に
非
母
音

付
加
形
を
保
存
し
て
い
る
例
が
観
察
さ
れ
る
。
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-

喉
内
入
声
音
は
舌
内
入
声
音
よ
り
母
音
が
付
加
さ
れ
る
割
合
が
高
い
0

・

舌
内、

喉
内
入
声
音
へ
の
母
音
付
加
は
一

様
に
進
む
訳
で
は
な
く、

有

声
子
音
が
後
接
す
る
環
境
で
母
音
が
付
加
さ
れ
や
す
く、

そ
の
他
の
環

境
で
は
母
音
が
付
加
さ
れ
に
く
い
傾
向
が
見
ら
れ
る。

声明資料におりる入声音

注1
こ
まつ
ひ
で
お「『ワ
ヰフ
ヱ
ヲ」
小
考
||平安末期の唇内入声韻尾
||」

(
『
国
語
と
国
文
学』
第
四
十
一

巻
第
十
号 、
一

九
六
回 、

後
に
小
松
英
雄『
日

本
声
調
史
論
考』
(
風
間
書
房 、
一

九
七

二
第
H
部
第
六
章
に
再
録)
な
ど 。

注
2

福
永
静
哉
『
浄
土
真
宗
伝
承
音
の
研
究』
(
風
間
書
房 、
一

九
六一
ニ)

八
六

-
八
七
頁 、

柳
田
征
司『
室
町
時
代
語
を
通
し
て
見
た
日
本
語
音
韻
史』
(
武

蔵
野
書
院 、
一

九
九
三)

第
二
章
第
九
節
「
入
声
音」 、

他
多
数 。

注
3

橋
本
進
吉
『
国
語
音
韻
史」
(
岩
波
書
底 、
一

九
六
六)
二
六
二
頁 、

柳
田

征
司『
室
町
時
代
語
を
通
し
て
見
た
日
本
語
音
韻
史』
(
武
蔵
野
書
院 、
一

九

九
三)

な
ど 。

但
し
具
体
的
に
実
証
さ
れ
た
と
い
う
訳
で
は
な
く 、

キ
リ
シ

タ
ン
資
料
に
[
占]
の
み
が
残
存
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る。

潰
回
敦
「
促
音
と
緩立回」
(『
人
文
研
究
/
大
阪
市
立
大
学』
一

ノ

了

二 、
一

九
四
九 、

後
に
『
園
語
史
の
諸
問
題』
(
和
泉
書
院 、
一

九
八
六)

第

一

編
三
に
再
録)

で
も
喉
内
入
声
字
は
関
音
節
化
を
経
た
上
で
促
音
化
し 、

そ
の
促
音
化
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
以
前
に
発
生
し
た
と
説
く
の
で 、

開

音
節
化
を
平
安
時
代
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
読
み
と
れ
る。

注
4

佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相」
(
『
鎌
倉
時
代
語

研
究」

第
二
十
三
輯 、

武
蔵
野
書
院 、

二
O
O
O)

で
は 、

位
相
の
観
点
か

ら
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る。

注
5

拙
稿
「
声
明
資
料
に
お
け
る
『
ず
ら
し
表
記』

を
巡
っ
て」
(『
訓
点
語
と

訓
点
資
料』

第
一

O
一

輯 、
一

九
九
八)

四
八
|

六
二
頁 。

通
常
の
振
仮
名

と
異
な
り
文
字
列
か
ら
字
半
分
程
右
に
ず
ら
し
て
あ
る
表
記
形
式
に
つ
い

て
詳
し
く
論
じ 、

入
声
音、

促
音
等
を
表
示
す
る
機
能
を
有
す
と
い
う
結
論

を
得
た 。

特
殊
な
術
語
で
あ
る
た
め 、

本
稿
で
は
「
小
書
き」

と
い
う
術
語

を
使
用
す
る。

注
6

以
下 、

母
音
を
伴
っ
た
入
声
音
を「
母
音
付
加
形」 、

母
音
を
伴
わ
な
い
入

声
音
を
「
非
母
音
付
加
形」

と
す
る。

ま
た
「
|

入
声
音」

と
い
う
語
は
こ

の
両
者
を
包
摂
し
た
概
念
と
し
て
用
い
る。

注
7

本
稿
の
立
論
に
用
い
た
声
明
資
料
は
現
在
ま
で
管
見
に
及
ん
だ
天
台
宗

系
統
と
真
言
宗
系
統
の
声
明
資
料
で
あ
る
が 、

調
査
の
術
が
な
い
こ
と
か
ら

各
々
に
お
け
る
諸
流
派
を
細
分
し
分
析
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い

。

今
後
の

課
題
と
す
る。

注
8

こ
れ
ら
の
資
料
の
内 、

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
『
要
略
集』

は
新

弁
弘
順
「
資
料
影
印

要
略
集」
(『
東
洋
音
楽
研
究』
印 、
一

九
八
六)

に
よ

っ
て 、

金
沢
文
庫
蔵
諸
本
は
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書』

第
七
巻
(
便
利
堂 、

一

九
八
四)

同
第
八
巻
(
一

九
八
六)

に
よ
っ
て 、

そ
の
他
の
資
料
は
沼
本

克
明
氏
蔵 、

筆
者
蔵
の
写
真
版
に
よ
っ
て
閲
覧
さ
せ
て
戴
い
た 。

関
係
各
位

に
謝
意
を
表
す 。

注
9

馬
測
和
夫『
増
訂
日
本
韻
学
史
の
研
究
I』

(
臨
川
書
底 、
一

九
六
五
/
一

九
八
四)

。

注
目

後
続
の
音
声
環
境 、

す
な
わ
ち
入
声
音
直
後
の
音
声
に
関
す
る
情
報
を

【

}

の
中
に、

援
仮
名
を
〈

〉
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
示
す 。

資
料
に
よ
っ
て

呉
音
読
・

漢
音
読
が
確
定
で
き
る
も
の
に
関
し
て
は
そ
れ
を
明
示
し 、

両
者

が
混
在
し
て
い
る
資
料
に
関
し
て
は
分
類
上
問
題
と
な
る
場
合
の
み
一

々

明
示
す
る。

猶 、

紙
幅
の
都
合
上
室
町
時
代
以
降
の
例
は
適
宜
割
愛
す
る。

注
日

「
区
切
り
前」

と
は
直
後
に
音
の
切
れ
目
が
明
確
に
存
在
す
る
環
境
を
指

す 。

具
体
的
に
は 、

区
切
点 、

句
末 、

文
末
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合 、
「
区

切
り
前」

と
認
定
し
た 。

こ
の
環
境
で
は
後
接
音
に
入
声
音
が
影
響
さ
れ
な

い
と
考
え
る。

注
ロ

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究』
(
汲
古
書
院 、
一

九
九
七)

九

九
四
頁 。

猶 、

こ
の
小
書
き
最
古
例
は
既
に
本
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
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ヲ色 。

注
目
本
稿
に
お
い
て
は
多
く
の
場
合 、
促
音
と
入
声
音
の
別
を
厳
密
に
し
な

い 。
そ
れ
は
両
者が
同
じ
現
れ
方
を
す
る
と
い
う
方
法
論
上
の
制
限
と 、
両

者が
弁
別
的
で
な
か
っ
た
と
い
う
音
韻
論
上
の
理
由
に
よ
る 。
但
し
こ
の
二

者
は
互
い
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い 。

注
凶
喉
内
入
声
音
の
場
合 、
舌
内
入
声
音・
唇
内
入
声
音
と
は
促
音
化
す
る
環

境
が
異
な
る 。
舌
内
入
声
音・
唇
内
入
声
音
が
無
声
子
音
前
で
促
音
化
す
る

の
に
対
し
て 、
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究』
第
五
部
第二
章

「
喉
内
入
声
字
の
安
遷」
(
汲
古
書
院 、
一
九
九
七)
に
よ
れ
ば 、
喉
内
入
声

音
は
原
則
と
し
て
子
音
[
k]
の
前
で
の
み
促
音
化
す
る 。
従っ
て
以
下
で

は
喉
内
入
声
音
の
用
例
を
分
類
す
る
場
合
の
音
声
環
境
と
し
て 、
k
前 、
k

以
外
の
無
声
子
音
前 、
区
切
り
前 、
有
声
子
音
前
の
四
つ
を
採
用
す
る 。

注
目
岩
原
諦
信「
増
補
校
訂
声
明
の
研
究」
(
東
方
出
版 、
一
九
九
七)
二
五
四、

頁
(
初
出
『
南
山
進
流
声
明
の
研
究』
一
九
三
二) 。

注
凶
区
切
り
前
の「
法」
は
唇
内
入
声
字
が
舌
内
入
声
字
に
誤
認
さ
れ
た
例
か 。

注
口
橋
本
進士口『
キ
リ
シ
タ
ン
教
義
の
研
究」
(
岩
波
書
底 、
一
九
六
二
二
六

一
|二

六
四
頁 、
遠
藤
邦
基
「
促
音・
入
声
音
の
『ン
ツ
(
ン
チ)』
表
記
|

|二
字で
表記することの
意

味||」
(『
国
語
国
文』
第
六
十
七
巻
第
十二
号 、

一
九
九
八)
他 。

注
目
福
永
静
哉「
浄
土
真
宗
伝
承
音
の
研
究』
(
風
間
書
房 、
一
九
六一ニ)
五
五

-
八
四
頁 。

注
問
「
伽
陀
の
如
く
キ
を
聞
か
すべ
し」
の
意
か 。
詳
細
未
詳 。

注
初
唇
内
入
声
音
は
既
に
母
音
付
加
形
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で

に
確
認
で
き
た
の
で 、
以
下
で
は
扱
わ
な
い 。

注
幻
途
中
/
着
点
の
比
率
を
棒
グ
ラ
フ
に
反
映
さ
せ
た 。
猶 、
母
音・
半
母
音

前
は
用
例
が
少
な
く

傾
向
が
把
握
で
き
な
い
の
で
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
こ

と
と
す
る 。

注
幻
江
戸
時
代
に
は
無
声
子立目
前
で
途
中
群
が
多
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が 、
こ
こ
で
は
そ
の
可
能
性
も一
応
指
摘
し
つ
つ 、
時
代

に
よ
る
均
質
性
を
認
め
る
立
場
を
取
る 。
因
み
に
他
の
環
境
や 、
喉
内
入
声

音
で
も
同
様
の
傾
向
が
克
ら
れ 、
ま
た
宗
派
別 、
漢
音
読・
呉
音
読
の
別
で

集
計
し
て
も
同
様
に
均
質
的
な
状
態
が
観
察
さ
れ
る
が 、
そ
の
詳
細
に
関
し

て
は
割
愛
す
る 。

注
幻
声
明
譜
に
お
け
る
記
譜
法
の
変
遷
に
つ
い
て
は 、
新
井
弘
順
「
声
明
の
記

譜
法
の
変
遷
||惇士図を中心に
||」

(「
日
本
音
楽
史
研
究』
第1
号 、
一

九
九
六・
五) 、
並
び
に
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究』
第
六
部

第
四
章「
訓
勲
資
料
に
於
け
る
節
博
士」
(
汲
古
書
院 、
一
九
九
七)
が
詳
し

注
M
無
声
子
音
が
後
援
す
る
場
合
に
関
し
て
は
促立固
化
し
た
か 、
入
声
音
の
ま

ま
で
あっ
た
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
の
で 、
こ
こ
で
は
留
保
す
る 。

注
お
k
前
の
促
音
化
が
規
則
的
で
は
な
い
の
も 、
「r-r」
と
「rz-
E
と
い
う

両
者
を
比
較
し
た
場
合 、
後
者
は
母
音
の
無
声
化
の
過
程
を
経
る
必
要
が
あ

り 、
前
者
に
比
し
て
生
産
性
が
劣
る
こ
と
に
理
由が
あ
る
か
も
し
れ
な
い 。

[
付
記]
本
稿
は
第
八
十二
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会(
平
成
十二
年
五
月二
十

六
日 、
於
青
山
学
院
大
学)
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
草
稿
に
手
を
加
え
た
も
の
で

あ
る 。
発
表
に
際
し
て
は
諸
先
生
方
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
頂
戴
し
た 。
記
し
て

謝
意
を
表
す 。

-上広
島
大
学
大
学
院
生

||

二
O
O
O
年
七
月一
三
日
河7.Jζ 
理




